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Build Live Kobe 2011 開催趣旨 
-Build Live 参加による期待効果について- 

2011 年 7 月 8 日 

 
Build Liveは、48 時間など限られた時間内で、建築プロジェクトの課題に取り組む参加・体験型の

イベントです。このイベントの原点は、米国のKimon Onuma氏が提唱し欧米を中心に 2007 年から

各国で頻繁に開催されているBIM Storm※

これまでに開催された BIM Storm や Build Live に参加した設計者は新しい手法に取り組み、建築プ

ロジェクトの新たな姿を垣間見ています。IAI 日本は、わが国でもたくさんの建設従事者に体感し

ていただけるよう、Build Live を主催します。 

と称するイベントです。その特徴は、インターネットや

3D-CADといった進歩したITの成果を建築プロジェクトに活かすことで従来の常識を超えて行くプ

ロセスを参加者自らが体験できるところにあります。 

 
1. 

過去 3 回の開催から参加者が指摘した Build Live への参加効果を以下に挙げます。 

期待効果 

 組織における BIM (Building Information Modeling)の認知度、理解度の向上 
 組織の BIM への取り組みを広く社会に示すことによる、社外への大きな宣伝効果 
 BIM 運用による効果および課題の発見 
 これまでの建築プロジェクトの常識を超えてゆく IT 活用の体験 
 BIM を活用した新しい建設プロジェクト推進手法を体験 
 組織内から BIM 適任者を発見 

 
2. 開催実績と予定 

第 1 回Build Live Tokyo 2009：2009 年 2 月開催。参加 6 チーム 

http://bltokyo2009.seesaa.net/ 
第 2 回Build Live Tokyo 2009 II：2009 年 9 月開催。参加 7 チーム 

http://bltokyo2009-2nd.seesaa.net/ 
第 3 回Build Live Tokyo 2010：2010 年 10 月開催。参加 20 チーム 

http://bltokyo2010.seesaa.net/ 
第 4 回 Build Live Kobe 2011：2011 年 9 月 7 日開催予定。後援：神戸市 

 
http://blkobe2011.seesaa.net/ 

※IAI 日本：International Alliance of Interoperablity、建設情報の規格である IFC（Industry 
Foundation Classes）の策定、標準化、展開を行う 
※BIM Storm：http://www.onuma.com/services/BimStorm.php 
※Build Live は IAI 日本の登録商標です 

 
連絡先 

IAI 日本 事務局 http://www.building-smart.jp/ 
Build Live 事務局 mail：BuildLive@iai-japan.jp 
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